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　　モ ンゴル にお け る出産期 の

ヒツ ジ ・ヤギの母子 関係へ の介入

小長谷　有　紀*

　 日本における文化人類学の黎明期に,今 西錦司と梅樟忠夫はモンゴル高原を踏査 し,動 物行

動学的観点から家畜化のメカニズムを推論するという遊牧論を展開した。 しか し,「群れ のま

まの捕捉」や移動のメカニズムについて具体的なデータが提示 されたわけではなか った。一

方,梅 樟は別に,ウ シの搾乳について詳細に観察 し,ウ シの母子関係への介入に注 目して 「子

おとり」というアイデアを提唱した。このアイデアを先の遊牧論 と矛盾せずに理解するために

は,「群れ全体の捕捉」から 「母子関係介入」までに,時 間の幅を設定せざるをえな い。家畜

化の長い過程における搾乳の成立という断面について,梅 樟のアイデアを検討するためには,

搾乳に先立つ出産期の観察が不可欠であると思われる。

　そこで,本 稿は,モ ンゴル遊牧民のあいだで実践 されている,ヒ ツジとヤギの出産期におけ

る母子関係への介入作業についてまとめた。詳細な実態調査にもとついて,子 畜の育成を契機

に母子関係へ介入することが搾乳作業の契機 となっているであろうことを,現 在の生業技術体

系のなかで示した。と同時に,過 去のプロセスの復元についても,哺 乳の介添えが搾乳の契機

となったのではないかという谷の推論を補強することとなった。

　しかし,だ からといって,地 中海地域の牧畜に関する推論のすべてがモンゴル高原の実態に

あてはまるわけではない。むしろ,子 畜の育成をめぐって異なる社会環境が異なる技術体系の

背景となっている可能性が高い。家畜囲い,子 オスの処分方法,群 れの雌雄比などさまざまな

要素が相互に関連しあっている技術体系総体 としての分析は今後の課題として残されている。

換言すれば,モ ンゴルの実態から明らかにされるべき起源論の余地もまだ残されている,と い

うことになろう。

キー ワー ド　 牧畜,遊 牧,家 畜化,搾 乳,モ ンゴル
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4　 さいごに

1　 は じめに

　牧畜社会を対 象 とす る文化 人類学 的研究 にお

いて,モ ンゴル高原 とい う地域 はある特別 な位

置にあ るとい って も過 言ではあるまい。 日本 に

おけ る文化 人類 学 の黎 明期 ともい うべ き時期

に,モ ンゴル高原は,今 西錦 司や梅樟忠夫 らに

ょって フィール ドワー クがお こなわれ,遊 牧論

の提示 された舞台 とな ったか らである(今 西19

48,梅 樟1965)　 1)。

　 今西 らの遊牧論は,広 義 の牧 畜について起源

を論ず る うえで,画 期的な指摘を含 んでいた。

今西は,生 来,移 動す る性格を もった動物 の群

れのあとを,人 が追随す ることに よって遊牧 と

い う生業が成立 したのではないか と推論 し,こ

れを 「オーバ ーアダプテイ シ ョン(過 適応)」 と

表現 した(今 西1948:242)。 遊 牧 が成 立す る メ

カニズムを論ず るものであ り,同 時に群れ全体

を捕捉す るとい う考え方の提示で もあ った(松

井1989:116な ど)。

　 この今西 の遊牧 メカニズ ム論は,家 畜の行動

か らアプ ローチす るとい う動物行動学的特徴を

そなえている。一般に起源論 とい うものは,し

ばしば,ど こ,い つ とい った場所 と時代を特定

しようと試み るのに対 して,今 西の推論は,時

代 と場所 を等閑視す ることに よって議論の 自由

を得た うえで,家 畜化を人間 と動物 のあいだの

関係性 のプ ロセスと して提示す るとい う方 向性

をもっていた。 この発想 はやが て,家 畜化 プ ロ

セス論へ と構築 され るのである(谷1983;1997

な ど)。

　今西の推論は,モ ンゴル遊牧民 たちの実態観

察に もとついていた。彼 らは,決 して草 を食べ

尽 くさせてか ら移動す るとい うのではな く,と

きに他人が移動 したあ との草地 にや って くる こ

とさえあった。一般に信 じられている ように,

草 の消費をめ ぐる経済的合理性 では説 明できな

か ったので ある(た とえば梅樟1990:48-50)。

今 西 と同行 して調査をお こない,デ ー タとアイ

デ アを共有 していた梅樟は,今 西の遊牧論 を う

けつ いだ(梅 樟1965)。 生 来 的 に移動 す る動物

の性格に依存 しなが ら,自 らも移動す る遊牧 に

つ いて,梅 樟はむ しろ,牧 畜のなかのひ とつの

類型 として想定 したのだ った。農耕 と密接に関

係 して始 まる牧畜 と,い わば農耕知 らずの牧 畜

とがあ り,後 者 こそ を遊牧 と して峻 別 した の

が,梅 樟 の遊牧論 であった といえ よ う。

　梅樟 の議論 に は,モ ン ゴル遊 牧 の実 態 を,

ヨー ロッパ の牧野経済学的解釈か ら自由にす る

とい う試 みが含 まれ ていた ようで ある。 また,

遊 牧 的移動 につ いて定住化 の議論か ら自由にす

るとい う試 み も含 まれ ていた ろ う。世界中で定

住化 の動 きが強 まる頃,DYSON-HUDSONが 批 判

していた ように(DYsoN-HuDsoNl972;1980),

移 動 のパ ター ンに よる牧畜 の類型論 は しば ら く

さか んで あ った し(た とえ ばJoHNsoN1969な

ど),と りわけ定住化 の達成 まで の もの さ しと

して移動 を と らえ る考 え方 が支配 的 で あ った

(た とxばSYMANsKI　 1975;JoHNsoN　 l　978;

KHAZANOvl984)。 これに対 して,梅 樟 は今 西

の推論を受けつつ,異 な る成立 メカニズムに よ

る遊牧を広義の牧 畜の範疇 内に設定 したのだ っ

た。
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　 このように,今 西や梅樟は,動 物行動学的観

点から家畜化のメカニズムを推論するという遊

牧論を展開 したのである。そして,そ れゆz

に,モ ンゴル高原は牧畜論にとっての画期的な

舞台となったのであった。

　ただし,こ うした遊牧をめ ぐる新 しい論理

は,決 して実証 されたわけではない。その後,

モンゴル高原は,中 国およびモンゴル人民共和

国とい う社会主義圏におさまって しまったた

め,こ こからの実証は不可能 とならざるをえな

くなった。

　梅樟が,モ ンゴル遊牧民の生業技術に関 して

実証に成功しているのは,搾 乳あるいは乳加工

など乳をめ ぐる生態学的研究である(梅 樟19

50;1951;1955な ど)。遊牧民の生活世界のなか

で現実に大きな比重をしめている,搾 乳 と乳加

工に関する実態が,詳 細に観察されて分析され

た。

　搾乳は,去 勢 とともに,牧 畜 という生活様式

を成立せしめた画期的技術であると言われてき

た。動物を媒介として自然界の恵みを得るなり

わいにおいて,動 物を殺す ことなく利用すると

い う点で,画 期的であるとされるのである。

　そもそも,牧 畜の対象 となる家畜は群れをな

す動物であるけれども,そ の群れは決 して一様

ではない。群れのなかに存在する特異的な関係

として,「 オスとメスの関係」 と 「母 と子の関

係」があげられる(小 長谷1993a:45)。 前者につ

いての介入は 「性をめぐる介入」であ り,去 勢

とい う技術はこれに含まれる。後者についての

介入は,「母子関係への介入」である。搾乳とい

う技術はこれに含まれる。家畜化のプロセスを

考察するとい う文脈のなかに位置づけるなら

ば,梅 樟のあつかった搾乳をめぐるモンゴルの

生態という一連の研究は,母 子関係介入をめぐ

る生態学的研究の嗜矢であった,と いxよ う。

　乳をめ ぐるモンゴルの生態に注 目した梅樟

は,「子どもの隔離は 「人じち」である」と結論

づけ(梅 樟1951:170,172),遊 牧 の起源 とし

て,い わば 「子おとり説」を考慮 していた(小

長谷1990:656)。 モ ン ゴル では,子 ウマ を捕捉

してお くことに よって母 ウマを搾乳す る ことが

旅行記な どで以前か ら注 目されていた。 それゆ

えに,子 をお と りに して母 を捕捉す るとい うア

イデ アは,生 まれやす く,ま た重視 され たので

あった。

　 しか し,こ の アイデ アは,先 の遊牧論 と2つ

の点で矛盾 してい るだろ う。第一 に,も ともと

群れ全体への人間の追 随が,群 れ全体 の捕捉 を

もた らす とい う推論に対 して,「 子 お と り説」

は個体に対す る介入であ ること。第二 に 「乳」

を契機 と してい ること。動物 の乳 を飲 みたい と

希望 し,乳 を 目的 として家畜化が始 まった とは

考 えに くい。

　そ こで,矛 盾な く理解す るためには,時 間軸

の設定が必要 とな ろ う。 「群 れ全 体 の捕捉 」 か

ら 「母子関係介入」 までに,時 間の幅を設定す

ることに よって,2つ の アイデ アは,家 畜化 の

長 いプ ロセスのなかの異な る断面 を とらxた 介

入 とみ な しうる可能性が生 じて くるであろ う。

梅樟 の 「子お と り説」は,あ くまで も搾乳 の成

立 メカニズ ムを探 るなかで検討 され るべ きであ

ると思われ る。家畜化の プロセスにおけ る,搾

乳 の成立 とい う断面については,谷 がイ タ リア

の牧夫 の行動の観察か ら,哺 乳の介添 えが搾乳

の条件づ け にな って い るので はな いか と推察

し,そ の起源について示唆 してい た(谷1976:

94-96)。 た だ し,搾 乳時期に先立 つ出産期 にお

ける母子関係へ の介入について実態を把握 して

いないために,乳 を契機 とした介入の全容 が明

示 され ておらず,そ の点ではい まだ実証 に欠 け

ていた。

　以上 のよ うに,モ ンゴルは,家 畜化 のプ ロセ

スの再構成のなかで,ま ず第一 に 「群 れ全体 の

捕捉」 とい う断面での今西 ・梅樟 の 「群 れ追随

説」を生み,続 いて 「搾乳の契機」 とい う断面

での梅樟 の 「子お と り説」 を育んだ。 しか し,

いずれ も,実 証 され ることのない まま,実 証不

能 な時代を迎えて しまった。現在では,少 な く

と も民 主 化 の進 ん だ モ ン ゴル 国 に お い て,
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フィール ドワークがほぼ完全に自由化されてい

る。今後,あ らゆる研究が展開するなかで,こ

うした生態学的議論も進展することだろうと思

われる。私 自身が,こ れまでもっばら中国内蒙

古自治区でたずさわってきた調査研究は,ち ょ

うどそうした時代のはざまに位置づけられるで

あろう。

　本稿は,私 自身のこれまでの調査の うち,家

畜の 「母子関係への介入」に関するものをまと

めたものである。モンゴルの 「母子関係への介

入」については,梅 樟がまず搾乳および乳加工

をめく・って精力的に調査 して先鞭をつけたテー

マであり,私 はこれを うけて,観 察時期を搾乳

期以前の出産期へとずらしたことになる。これ

はきわめて単純なシフトではあるが,こ のシフ

トによって,谷 の示唆 していた 「搾乳契機説

(授乳時の介入が搾乳の契機となったのではな

いかという推論)」 の風景や,梅 樟の重視す る

「子おとり説(子 をおとりにして母をとらえれ

ば家畜化がすすむだろ うとい う推論)」 の風景

を,目 の当た りにすることとなった。これまで

もっばら谷が議論 してきた 「母子関係介入論」

と,梅 樟らの観察してきたモンゴルでのデータ

およびアイデアとをつな ぐことが可能となった

のである。

　本稿であつか うテーマについて,実 施した調

査は以下のとお りである。

(1)1988年3～4月 中国内蒙古自治区シリンゴ

ル盟シリンホ ト市郊外

(2)1989年4～5月 中国内蒙古自治区シリンゴ

ル盟西ウジムチン旗ジリンゴル ・ソム

いずれも,中 国内蒙古自治区のなかで,定 住化

がすすみながらもわずかに季節的移動を残すか

たちで遊牧がおこなわれているとい う地域であ

る。時期的には,社 会主義体制のもとでの開放

政策下にあ り,家 畜 の私有分配はすでに終了

し,牧 地の配分についてもほぼ確定 したという

頃である。住み込んで情報を得た牧民家庭は,

それぞれ当該地域のなかで経済的に恵まれてお

り,社 会的にもやや優越的な立場にあった。し

たがって,上 述の2つ の調査からは,地 域差や

社会的階層による差などを析出することはでき

ない。むしろ,そ うした側面については共通 し

ているとみてよいであろう。2つ の調査の違い

は,ヒ ツジ ・ヤギの出産期における時期の差で

ある。(1)は出産期の前半期,(2)は 出産期の後半

期である。換言すれば,両 調査を合わせてひと

つの出産期を見渡す ことに相当する。

　 これらの調査において得た情報を も とに,

「母子関係介入」のテーマについてすでにいく

つかの報告をおこなったが(利 光(=小 長谷)

1989,小 長谷1991,小 長谷1993b),全 体を通し

て整理しなおしておくこともあながち無駄では

あるまい。その後の観察結果も若干補足しなが

ら,再 構成 しておきたい。

　なお,母 子関係への介入に関する解説に際し

ては,で きるだけ写真を添付 したので,参 照さ

れたい。牧畜は,農 耕に比べると,自 然とのか

かわ りにおいて動物その ものを媒介としてお

り,物 質文化の果たす役割が概して小さいとい

えよう。物質を利用 して家畜と接することもあ

るが,何 ら道具を使わずに身体としてかかわっ

ているだけのことも多い。 したがって,映 像的

表現は,家 畜 との関わ りがまさしく身体技法で

あることを,た とえ静止画であっても筆による

解説 よりも雄弁に,も のがたって くれるだろ う。

2.出 産=誕 生時における母子関係への

介入

　 モ ンゴルで遊牧 の対象 とな る家畜は,ヒ ツジ

・ヤギ ・ウマ ・ウシ ・ラクダの5種 類であ る。

ハ ンガイ山脈や アル タイ山脈な どの山岳地帯で

は,ヤ クが ウシに代わ り,ハ イナクとよばれ る

ヤ クとの雑種 も加わ る。 これ らの家畜の うち,

ラ クダ,ウ マ,ウ シ類 は一般に 自然交尾に まか

され,出 産期 は調整 され ない。 しか し,ヒ ツジ

とヤギにつ いては,出 産期が調整 され る。以下

では,ヒ ツジ とヤギの出産 ・誕生を あつか う。

家畜化 の過程 を再構成す るために母子関係への
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介入を考察するうえでは,大 型動物よりも先に

家畜化された中型動物のヤギとヒツジをあつか

うことが,と りあえず重要であろう。

2-1　 出産期の設定

　 ヒツジとヤギは,妊 娠期間がおよそ半年と短

いため,放 置 しておくと年2回 の出産をみるこ

とになる。家畜頭数を一気に増やそ うとする場

合に,年2回 の出産を積極的に選択することが

ある(小 長谷1994:87)。 こうした特殊な場合を

のぞいて,ふ つ う,草 の少ない越冬期に食のほ

そる妊娠期を同調させ,春 に出産期をむかえる

ように調整する。

　調整には幾つかの方法がある。もっとも普遍

的にみられるのは,ホ グとよばれる貞操帯を種

オスに付けておくことである(梅 樟1990:595な

ど)。種オスは常に群れの中にいて,発 情期を

むかえてホグをはずす と交尾が始まり,出 産期

の予測が可能になる。種オスだけを群れから分

離 して,別 に放牧するという方法もある。これ

は,種 オスの管理のために労働力を必要とする

ので,労 働力に余裕がある場合や,と くに協業

体制がとられている場合にみられる方法である

(利光(=小 長谷)1983b:73)。 種オスばか りの

群れであるにもかかわらず,そ の管理が難 しい

という話は聞かれない。発情期でなければ,種

オスばか りの群れの放牧も可能であるらしい。

　一般に,中 国内蒙古 自治区のシリンゴル草原

では,ヒ ツジ ・ヤギの出産期は太陽暦で3月 か

ら4月 にかけて設定されている。3月 中旬から

4月 中旬にかけて出産のピークをむかえるのが

ふつうである。モンゴル国でもほぼ同様である。

現在のモンゴル国東部を支配 していた トク トク

トゥル郡王が19世 紀に著わ した指導書 には,

「昼 と夜がつ りあう時に出産するように考えて

…　　 (種オスヒッジと)一 緒にせよ」とある

(萩原1999:265)。 すなわち,春 分の頃に出産期

を設定するよう指導されている。歴史的に変容

した可能性は残されており,ま た地域差もあろ

うが,お おむね3月 下旬から4月 上旬にかけて

出産期が設定 されてきたとみてよいだろう。

2-2　 出産状況

　 ヒツジとヤギは,通 常,ひ とつ の群れ にまと

め られてい る。平 均 して,群 れの なか の約25

パ ーセ ン トが ヤギ で ある。 出産期 が は じま る

と,ヒ ツジとヤギの群れ は大 きく二つ に分け ら

れ る2)。ひ とつは出産 に関与す る ことのな い も

の,す なわち去勢 オス,種 オス,二 歳未満 の子

オス と子 メスな どか ら成 る。 この群れ は 「ソバ

イ」 と総称 され る。 ソバイ とは 「不妊」 を意味

す るモ ンゴル語であ る。 もうひ とつ の群れ は,

す でに出産 した母 メス,お よび これか ら出産す

る予定の妊 娠 メスか ら成 る。 こち らは 「サ ー

バ」 とよばれ る。サ ーバ とは 「搾乳す る」 とい

う意味のモ ンゴル語 であ る。 ヒツジの搾乳 を実

施 しない牧 戸で も,母 お よび母 になる予定 の群

れは 「搾乳す る」群 れ とよばれていた(小 長谷

1993b:220)o

　 どち らの群れ も,日 帰 り放牧 をお こな う。そ

して,母 ヒツジや母 ヤギの出産 は,昼 夜 の別 な

く起 こる。概 して,日 中に 日帰 り放牧 の途上 で

出産がお きる場合 と,夜 間に宿営地 で休眠 して

い るあいだに出産 がお きる場合 とに分 け られ る。

この状況 に よ って,牧 民 に よる介入方 法 が異

な って くる。

2-2-1放 牧 中の出産 ・誕生 におけ る母 子 関 係

　　 へ の介入

　 日中に 日帰 り放牧 の途上 で出産 がお きた場合

は,問 題がないか ぎ り,牧 民 が見守 ってゆ っ く

りと母畜 と子畜を連れ帰る。牧民 は子 ヒツジを

何げな くぶ らさげて持 ち帰 る。す る と,母 ヒツ

ジが しず しず と後 をつけて くる。 こうしてまる

で子 ヒツジをお と りにす るかの ように して,母

ヒツジだけを群れか ら離 して宿営地 まで連れ戻

す(写 真1)。 なか には,な かなかつ いて来 ない

よ うな母 ヒツジもい る。 そんな ときは,子 ヒツ

ジの姿を見 せ なが ら,誘 導 につ とめ る(写 真

2)。 雇 われ牧夫 の場合 は,子 ヒ ツジをつ か ま
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写真1　 牧民が子 ヒツジを拾 うと,母 ヒツジが
　　　　後を追 う(放 牧途上)

写真2　 牧民は,子 ヒツジの姿を見せながら,

　　　　母ヒツジを宿営地まで誘導する

写真3　 牧民は,子 ヒツジの速度に合わせて母

　　　　ヒツジとともに宿営地に戻す

えることな く悠長に子ヒツジの歩 く速度に合わ

せて放牧地から帰ってきた(写 真3)。 雇われ

牧夫には,よ り丁寧な作業が要求されているの

かもしれない。

　ともあれ,問 題がなければ,ま さしく 「子お

とり」を している作業風景が,出 産期の日帰 り

放牧時で日常的に見出された。母子関係を利用

して,子 を契機に母を誘導するという介入が,

出産直後から実施されていたのである。 このよ

うな 「子おとり」作業が実施できないような問

題がある場合とは,悪 天候のとき,出 産地点が

宿営地からかなり遠距離のとき,子 畜の容態が

悪いとき,母 畜がまった く子を子として認知 し

ないときなどである。こうした問題のある状況

下では,オ ー トとよばれるフェル ト製の袋状の

鞄に,子 畜だけを入れて持ち帰る(写 真4)3)。

　 このとき,母 子関係は一時的に絶たれること

になる。子畜だけが一足先に宿営地に運ばれた

のち,母 畜はたいてい群れとともに帰還する。

一時的に絶たれた母子関係をとりもどすため

に,牧 民がする作業はいたって簡単である。子

たちをならべて鳴かせて置いておくと,群 れか

ら我先にと母たちが突進 してくる。母子のあい

だで相互に認知 しあ う関係が樹立 しているかぎ

り,母 子は自律的にペアにもどる。

　ただ し,母 畜がまったく子を子 として認知 し

ないときは,母 子のペアがつくれない。牧民の

側で,母 畜を特定している場合と,ど れが母畜

写真4　 牧民は,子 ヤギたちをフェル ト製の袋
　　　　に入れて宿営地まで運ぶ
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かがわか らない場 合 とがある。 いずれ にせ よ,

そ の母畜は 「ゴロンコイ」 とよばれる症状 を呈

してい るとみな され る。 ゴロンコイ とは,嫌 っ

てい るとい うほ どの意味であ り,母 が子 を嫌 っ

てい ると称すのである。 こうした 「子嫌 い」現

象は しば しば 見受 け られ る。上述 の 「子 お と

り」作業において子 ヒツジを見せなけれ ば誘導

で きない とい う状況 もまた,ご く軽度 の子嫌 い

現象 とい って よい と思われ る。

2-2-2　 休眠中の出産 ・誕生における母子関係

　　 への介入

　出産期になると,勤 勉な牧民は夜間に宿営地

を見回るものである。社会主義時代にはこうし

た見張 りの作業が義務づけ られていた。群れ

は,夜 間の休眠時には放牧時に比べて密集 して

いる。この密集した群れの中で,出 産は,よ り

周辺部でおきる傾向がある。 ヒツジやヤギのな

かには,出 産が近づくと群れから遠 く離れてし

まうものもいる(写 真5)。 ウシでも隠れて出

産することがある。またラクダは妊娠すると早

足になると言われている。 これらの行動および

行動に関する認識はすべて,生 来的に群れる性

格をもっている動物であっても,出 産は群れか

ら離れる行動であることを指 し示 している。群

れから離れてでも母子がペアでいることのでき

る環境をととのえることによって母子関係が築

かれるのであろう。

写真5　 群れから離れて出産をこころみる母ヒ

　　　　ツジ

　夜間出産につづ く牧民の介入は,ふ つ う日帰

り放牧の出発時に始まる。日帰 り放牧のために

草原へ出かける時点で,母 子ペアを宿営地に残

す(写 真6)。 牧民はまたも無造作に子 ヒツジ

をとりあげ,持 ち運ぶ。すると,ま たもや母 ヒ

ツジがこれに追随する(写 真7)。 夜間の宿営

地での出産の場合でもまた,「 子お とり」 とよ

ぶことのできるような作業が繰 り返 される。 と

きに,群 れ全体の移動に気をとられて子ヒツジ

を顧み ようとしない母ヒツジも現れる。その場

合にはやは り執拗に子を見せて誘導するという

方法をとる(写 真8)。 それでも誘導ができな

い場合は,上 述と同様にゴロンコイ(子 嫌い)

と認定される。

　以上のように,出 産状況の微妙な違いによっ

て,具 体的な作業には多様な展開があ りうるも

写真6　 日帰 り放牧へ出発するとき,母 ヒツジ

　　　　を子ヒツジとともに居残す

写真7　 牧民が子 ヒツジを拾 うと,母 ヒツジが

　　　　後を追 う(宿 営地付近)
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写真8　 牧民は,子 ヒツジの姿を見せながら,

　　　　母 ヒツジを囲いまで誘導する

写真9　 母子群は,宿 営地にある固定施設に収

　　　　容されている

のの,基 本的には,母 畜と子畜が相互に母子関

係を認知していることに依存 した作業がおこな

われている。出産直後に母は子をなめて母子関

係が確立するので,こ れをまって4),牧 民はた

だちに母子関係への介入を始める。その母子関

係介入とは,子 をとりあげて母を誘導 し,母 子

ペアとして捕捉するという作業である。まさし

く子おとりとよぶにふさわ しい母子関係への介

入が出産期の牧畜作業 として日h,ヒ ツジもし

くはヤギに対 して実践されている。

写真10　 牧民は,子 ヤギを一匹ずつ母ヤギの前

　　　　に置いて母子間の認知を確かめる

3　 授乳=哺 乳時における母子関係への

介入

　上述 したように,出 産 ・誕生の直後から牧民

たちは母子関係へ介入をは じめている。そ し

て,そ の作業の方法は,家 畜の母子関係の認知

が確立 していることに依存 している。そこで,

母子関係に問題がある場合にはただちに発見さ

れることになる。それが,ゴ ロンコイとよばれ

る現象であり,そ のような異常事態が認められ

れば,牧 民たちは所定の処方箋で対応する。こ

うして次なる母子関係への介入が始まる。

3-1母 子関係の正常な場合

　子 ヒツジ ・子ヤギが誕生すると,そ の母畜 と

ともにしばらく母子はペアで宿営地周辺の囲い

などに収容される(写 真9)。 春営地にはその

ような固定的施設が設けられていることが多

い5)。ヒツジの場合は,翌 日か ら早速にも子を

母とともに母子群 としてまとめて宿営地周辺へ

と放つ。短い距離での日帰 り放牧をおこな う。

ところが,ヤ ギの場合は,子 ヤギの追随能力が

低いと認識 されてお り,子 ヤギを施設に残 して

母ヤギをヒツジ母子群にまぜて放牧する。ヤギ

とヒツジに関するこうした対処のしかたの差異

は,よ り精密に家畜化過程を考察するとき,重

要な意味をもってくるにちがいない。

　母子関係の認知に問題がない場合,子 ヒツジ

はつねに母 ヒツジとともに,日 帰 り放牧に出さ

れ,囲 い等に収容 して休眠する。 したがって,

授乳 ・哺乳のあいだにほとん ど介入することが

ない。 ときお り,子 ヒツジを抱き上げてその腹

部の張 りを吟味する。そ うして,充 分に哺乳で
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きているかどうかを確認する。

　一方,子 ヤギの場合は,日 帰 り放牧に出され

ないので,日 中は子ヤギ同士が囲いの中などで

たわむれている。そして母ヤギが日帰 り放牧か

ら帰って くると,授 乳を うける.こ のとき,牧

民は子ヤギを一匹ずつ母 ヤギの目の前に置 く

(写真10)。 子ヤギは眼前のヤギに突進 して哺

乳を試み ようとし,母 ヤギはその子を認知して

いれば受け入れる。この簡単な作業によって,

母子関係の認知に問題がないかどうか,こ の時

点で再度確認されることになる。

　 このように,母 子関係の認知に問題がない場

合,ヒ ツジとヤギとでは対応がやや異なる点は

興味深い。家畜の種によって程度の差こそ異な

るが,正 常時においても哺乳がスムーズにすす

むかどうかの確認をするというかたちで,母 子

関係への介入は積極的におこなわれている。

3-2　母子関係に問題のある場合

　子ヒツジ ・子ヤギが誕生した時点から,異 常

事態が発生すると特別の対処が始まる。たとえ

ば,誕 生時から子ヒツジが衰弱していて哺乳能

力がない場合,た だちに母ヒツジを捕 まえて横

倒 しに し,そ の乳をしぼって子ヒツジに飲 ませ

写真11緊 急時,実 母の乳をしぼって子ヒツジ

　　　　に飲ませる

写真12　 緊急時,非 実母の乳をしぼって子 ヒツ

　　　　ジに飲ませる

よ うとす る(写 真11)。 またた とえば,放 牧地 で

誕生 して吹雪のなかに置 き去 りにされ た子 ヒツ

ジは,衰 弱 していたので,た だちにそばにいた

乳 の出るメスを捕 まえて横倒 しに し,そ の乳 を

しぼ って飲 ませ よ うと した こ ともあ る(写 真

12)。 こ うした異常事態 はそ れ ほ ど頻 繁 に起 き

るわけではないが,い ざ起 きた ときに相談 を し

て ようや く対処方法が決 まるとい うもので もな

い。ただ ちに こ うした 「緊急時の哺乳のための

搾乳」 とい う処方箋が実行に うつ されてい る。

す なわ ち,子 ヒツジを哺乳 させ るために人が ヒ

ツジの乳 を しぼるとい う介入は,容 易に起 こ り

うる と確認 され るであろ う。

3-2-1　 母子関係の認知が損なわれている原因

　緊急の異常については先述のとお りである。

以下では,母 子関係の認知に問題がある場合を

とりあげる。

　母子関係は音声などによっても相互に認知さ

れているが,哺 乳 ・授乳に決定的な役割を果た

すのは子の匂いである。母は子の匂いを嗅いで

認めるので,子 の匂いが消えた り,混 じった り

すると,母 は授乳せず,結 果的に子は哺乳でき

な くなる。管理上の問題がないとしても,い わ

ゆる子嫌い現象は発生しうる。モンゴル語でゴ

ロンコイとよばれる子嫌い現象が生じるのは,

もっばら 「未成熟初産」 と 「双子出産」 という

2つ の生物学的要因である。
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　モ ンゴルでは ヒツジお よびヤギは,当 初は雌

雄の区別 な く育 て られ,生 後数 ヶ月で夏 までに

オスの大半 が去勢 され る。 メスは満二年をむか

えた明け三歳 の春 に,初 産 をむか える。 この明

け三歳 の メスは,ゾ サ グ とよばれ,さ ほ ど問題

は生 じない。子嫌 い現象 の発生 しやす い初産 と

は,ト ログとよばれ る明け二歳 の段階で の出産

であ り,い わば未成熟 な段階 での初産 である。

以下では未成熟初産 としてお く。

　私 自身の1989年 の調査 に よれ ば,未 成熟初産

の場合の約54パ ー セ ン トが,ま た双子 出産 の場

合 の約67パ ーセ ン トが,ゴ ロンコイ として母子

関係への介入を要 した。 そ して,こ うした初産

と双産の2つ の原 因だけで,子 嫌 い現象 の約85

パ ー セン トを しめていた6)。

3-2-2　 母 子関係 の認知を修復す るた め の母 子

　　 関係へ の介入

　 モンゴルで ゴロンコイ とよばれ る現象 が生 じ

た とき,牧 民 は認知 を修 復 し よ うと努 めな が

ら,母 畜に対 して特定の呼びかけを発す る。 こ

れは,モ ン ゴル語 の表 現 を活か して 「子 と ら

せ」作業 といわれてお り,口 承文芸のなかの労

働歌の一種 とみな されて注 目され,ま た母子関

係への介入 とい う家畜管理の特徴をあ らわす技

術 として注 目された(蓮 見1980,利 光(=小 長

谷)1983a)。

　 実際には,歌 を うた う以前に,ま ずペ ア リン

写真13母 子 ペ アを囲 いの なかに入れて歌 をう

　　　　 た う

写真14　 母子ペアを大地に放置 して歌をうたう

グ作業を おこな う。母子ペ アを囲いのなかに入

れ る(写 真13),も し くは,何 も障壁 のない よ う

な広大 な空 間 に放置 す る(写 真14)な ど と し

て,母 子ペ アだけ の環境をつ くる。囲いのなか

では,母 が子 を突 くことのな い よ うに,縄 を

使 って囲いに結 びつけ ることもあ る(写 真15)。

大 地 の もとでは,母 が逃亡 しない よ うに必ず足

かせをはめてお く(写 真16)。 さ らに,周 辺にほ

し草や水 を用意 して快適な環境づ くりにつ とめ

た うえで,母 畜 の尿や糞を子畜の背になす りつ

け るな どして,匂 いを うつす。

　 これだけの準備 を しておいた うえで,母 ヒツ

ジに向か って特定 の呼 びかけを おこない,ま た

写真15　 未成熟初産で子を嫌 う母 ヒツジが,縄

　　　　でしばられている
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写真16　 未成熟初産で子を嫌う母ヒツジが,足
　　　　かせをはめられている

人に よっては歌詞をつけて うた う。 ヒツジには

「トイグ,ト イ グ」 と声 を か け,ヤ ギ に は

「チ ャイ グ,チ ャイ グ」 と声 をかける。 こうし

た音声の違いがあ ることのほかは,作 業上 の違

いは これ まで認め られなか った。

　 こ うした 「子 とらせ」作 業は,母 の子 に対す

る認知が不十分な ときに実母 と実子のあいだで

母子関係を修復す るためにお こなわれる もので

あるが,こ れを養子縁組に応用する こともでき

る。

　 ウシの場合には,出 産が近づ くと宿営地 付近

に とどめ るこ とが 多 い。 ヒツジや ヤギ に比 べ

て,出 産の介助 とい うかたちでの母子関係への

介入が おこなわれやすいのであ る。 これに対 し

て,ウ マや ラクダの場合は,人 が出産に立ち会

うことはまれで ある。 したが って,母 子関係へ

の介入 は全体 と して少ない。 日頃か ら介入 して

いないので,母 子の認知に問題があ ることもた

だ ちに判 明す るわけではな く,修 復す る作業 も

むずか しい。 ウシ,ウ マ,ラ クダに関 して知 ら

れ ている 「子 とらせ」作業は,む しろ養子縁組

である と判 断 して よい であ ろ う(ガ ルサ ン19

95,宮 田1995)。 この よ うに,家 畜の種に よって

母子関係 へ の介入 が根 本 的に 異な りうるこ と

は,今 後,考 察に値す る。

　本稿 で焦点 をあててい るヒツジ ・ヤギについ

ては,出 産 ・誕生 の時に母子関係への介入がお

こなわれ,そ の作業を通 じて異常が発見 され る

と,つ づいて授乳 ・哺乳の時に,よ り本格的な

母子関係への介入がおこなわれてゆ く過程が了

解されたことであろう。

3-3　母子関係への介入の連続性

　母子関係を修復する作業はそのまま,養 子縁

組にも応用されるが,養 子縁組はそもそも問題

が発生したときにただちに処方できる作業では

ない。子が死亡してかつ乳の出るメスと,健 康

な子との組み合わせができるまで待たなければ

ならない。上述したように,子 嫌い現象の多 く

は未成熟初産と双子出産 とい う出産をめぐる生

物学的要因にもとついてお り,い ずれの場合 も

乳不足をきた している(小 長谷1993:227)。 し

たがって,実 母と実子のあいだでの母子関係の

修復に努めても困難を伴いやすい。最終的解決

方法として養子縁組があり,そ の実現までに子

ヒツジや子ヤギたちは　 hな 介入を うけること

になるのである。

　 これまで,牧 畜社会を対象とする人類学的研

究において,家 畜の養子縁組とい う技術は母畜

の乳を澗らさないためとして,「 乳利用」 の観

点から解説されることが多かった。しかし,母

子関係への本格的な介入をまねいている原因の

大半が,出 産をめぐる生物学的要因にあり,母

畜 として十全な機能を果たせないことに問題が

あることが判明した以上,少 なくとも家畜化の

過程を考察するにあたっては,「母畜の乳利用」

ではなく 「子畜の生育ないし飼育」とい う観点

から理解 しなければなるまい。

　母畜が特定できても,母 乳に不足する場合に

は,子 とらせ作業だけをおこなっても子育てと

しては不十分な結果に終わるだろう。また,母

が見あたらずに不明になった場合も,母 乳に不

足することに変わ りない。乳不足のときには,

2つ の処方箋があ りうる。

　まず母畜がいない場合に選択されやすいの

は,オ グジとよばれる哺乳壕で牛乳をあたえて

育てる方法である。 ウシの角製の哺乳壕が用い

られてきた(梅 樟1990:509)。 現在では,各 種の



モンゴルにおけ る出産期の ヒツジ ・ヤギの母 子関係への介入 87

写真17　 牧民が,子 ヒツジの磐部を掻くように
　　　　教示 している

写真18　 哺乳壕で育つ子ヤギは,群 れから離れ

　　　　て人に近づく

轡部 を掻 く。

　 この ようにオグジ(哺 乳壕)で 育て るのは容

易だ'v,1特 異 的 に人 に親和性を もつ個体に育 っ

て しま う。群 れ の周辺 を 人が歩 くと,人 に向

か って近づ き,群 れか ら離れ るとい う習性が身

について しま う(写 真18)。 こ うした習性 は,成

長 してか らも確認す ることが できる(写 真19)。

これは,い わば餌付 けに よる人慣れ といえ るで

あろ う。 こ うした餌付 けを好む牧民 もいる(写

真20)。 また,好 む と好 まざるとに関わ らず,こ

うした餌付けが思い出をか たちづ くり,家 畜個

体 と個人 との物語 を創 出す る契機 となる(小 長

谷1991:142)。 しか し,母 子 関係 へ の介入作 業

と しては,オ グジに よる飼 育はあ くまでも暫定

的な ものにす ぎない。なるべ く,な ん らか の乳

母を したて ることが試み られる。 さ らに,出 産

期後半にな ると,子 を失 った母 を利用 して,養

子縁組が実現 され るよ うに配慮 されてゆ く。

　 乳母を仕立て ることをモ ンゴル語 でザギサハ

とい う。実母の母乳を飲 ませ る うzに 別 のメス

か ら乳を飲 ませ ることをい う。子 とらせ作業 を

した としても,子 嫌い現象が起 きてい るよ うな

母 は しば しば乳不足で あるため,乳 母を したて

ておか なけれ ばな らな くな るのであ る。

写真19哺 乳壕で育 ったヤギは,群 れのなかで
　　　　人に近づ く

空 き瓶が利用 され ている。 ウシの乳 を しぼ り,

これをやや温 めて与 える。 この とき,子 ヒツジ

の智部を掻 くと,飲 みが よくなる とい う(写 真

17)。 本 来な ら,母 ヒツジの腹 部 に も ぐ りこん

だときに,子 ヒツジの轡部 は母 の鼻面 がその匂

いを確認す る部位 である。母 の鼻面 が子 ヒツジ

の轡部を こす る とい う家畜 自身 の行 動 に代 え

て,牧 民は積極的に子育てのために子 ヒツジの
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写真20　 哺乳壕で育ったヒツジを呼び寄せ,菓

　　　　子をあたえる牧民

り(写 真22),強 制的に実子の匂 いを嗅がせ る

ようにしたりする(写 真23)。

　 こうした授乳 ・哺乳をめ ぐる母子関係への介

入は,子 育てのためにおこなわれている。ただ

し,そ の作業から子畜をとりのぞいてみると,

それはまさに搾乳にほかならない。子育てを念

頭においた哺乳補助の作業が,搾 乳とい う技術

を確立させる契機になっただろうことを思わせ

写真23　 実の子ヤギの匂いを嗅がせながら,乳

　　　　母に仕立てる

写真21実 子でないため,子 ヒツジの匂いを嗅

　　　　がせないようにする

写真22実 の子ヒツジの匂いを嗅がせながら,

　　　　乳母に仕立てる 写真24乳 を飲もうと機会をうかがう子 ヒツジ

　乳母を仕立てる際に重要なことは,実 子でな

い子畜の匂いを母畜が嗅がないようにしむける

ことである。さ りげなく,向 こうをむかせた り

(写真21),実 子の匂いを嗅 ぐように配慮 した
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写真25子 ヒツジの鼻面にある汚れは,乳 を盗
　　　　み飲んでいる証拠

分に うかがわせる。

　授乳 ・哺乳時における母子関係へ介入は,問

題が発生していない場合には確認程度の軽度な

ものにとどまる。 しか し,問 題が発生 した場

合,緊 急時には搾乳によって哺乳補助が実践さ

れ,ま た継続的に問題を解決 しなければならな

い時には修復ないしは偽造 してでも母子関係を

樹立しながら哺乳を補助するという介入になる。

こうした作業の様子は,搾 乳の契機に関する谷

の推論(谷1983;1993;1995b)を 補強すること

のできる状況証拠とみなしうるだろう。

4.さ い ご に

るのであ る。

　乳母を仕立 てる作業 には,問 題 が生 じる こと

もある。子 ヒツジたちは,人 が取 り押 さえて く

れるのを待 って,い ろいろな メスの腹部 に もぐ

りこむ ことを覚えて しま う。別 の子 ヒツジのた

めに してい る作業 で も,機 会 を うかが うことに

なる(写 真24)。 こ うした子 ヒツジた ちは,母 畜

に匂 いを嗅がれ ると頭突 きを され るので,下 腹

部にも ぐりこむ ことは避 けて,轡 部か らもぐ り

こもうとす る。そのために,子 ヒツジの鼻面 に

は尿や 糞 の染 みがつ い て し ま う(写 真25)。

や っか いな存在であ ることが明 白とな る。 した

が って,牧 民たちは,当 面の ところ乳母を仕立

てていた と して も,最 終的にはいずれかの特定

個体 とのあいだで母子関係を樹立す ることを企

てる。

　以上 の よ うに,母 子 関 係に 問題 が あ る場 合

の,授 乳 ・哺 乳 時に おけ る母 子関 係へ の介 入

は,状 況 に応 じて多様 な選択を経なが らも,最

終的には母子関係 を擬似的 に創 り出す ことへ と

向か う。 そ して,そ の技法 は,母 子関係を修復

す るときとまった く同 じである。 このことは,

それぞれがば らばらな介入 ではな く,母 子関係

の樹立を 目的 とす る一連 の作業 であることを充

　母子関係を修復する際に歌を うたうという介

入は,モ ンゴルでは普遍的に認められ,よ く知

られている。このときの呼びかけ声がそのまま

搾乳時にも利用されているとい う直裁な事実が

観察されれば,出 産期における母子関係への介

入がそのまま搾乳期における介入の準備になっ

ていることが より明白に了解されるにちがいな

い。家畜化の歴史的過程を復元できるかどうか

はともか くも,現 在の牧畜作業を実践するうえ

で,哺 乳を補助するとい う母子関係への介入が

搾乳の契機になっていることが直裁的に理解さ

れることになろう。

　ただし,い まのところ,母 ヒツジや母ヤギを

搾乳するときに トイグやチャイグの声をかける

という例は管見のかぎり,み あたらない。そも

そもこうしたかけ声は,問 題が生 じた際の特定

の個体におこなわれるのに対 して,ヒ ツジやヤ

ギの搾乳は母畜全体に実施される作業である。

こうした作業の異相のずれか ら考えると,か け

声の応用が無いのはむしろ当然のことかもしれ

ない7>。

　 ところが,ウ シとウマについては,養 子縁組

のときに用いるかけ声が搾乳時にも用いられて

いることを確認することができる。 ウマの養子

縁組をテーマにした文学作品では,グ ルイ,グ

ルイというかけ声が用いられている(ガ ルサン
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1995:5な ど)。これは,一 般にウマを搾乳する

ときに母 ウマに対 して発せられるかけ声である。

また,ウ シについては,養 子縁組 のときにオ

ブ,オ ブと声をかけることが知 られている。 こ

のかけ声を授乳時および搾乳時に使 う牧民もい

る。これらの大型動物の場合,搾 乳作業はまっ

たく対個体的な介入であり,そ れゆえに,出 産

期の介入がそのまま継続されやすいのかもしれ

ない。

　 ヒツジ ・ヤギについては,近 年の新たな報告

が注目される。民主化の波を受けて変容 しつつ

あるモンゴル国のゴビ地域で,数 年にわたって

実態調査に従事した伊藤によれば,一 人の革新

的な牧民が,出 産 した時点で母 メスに命名 し,

つねにその名を呼んで授乳 ・哺乳の介添えをお

こない,搾 乳の際にもその名を呼ぶことで作業

を容易に しているとい う(伊 藤1997:45)。 まさ

に,出 産期の母子関係への介入が搾乳期へと連

続的に展開されてお り,新 しい技法が従来の牧

畜体型の中で創意工夫されてい く例として注目

される。

　かけ声の連続性までが認められるかどうかは

ともかくとして,搾 乳の契機として出産期の母

子関係への介入を想定することは妥当であると

思われる。梅樟の子おとり説もまた,長 い家畜

化の過程における搾乳技術の確立 という断面で

は,有 効性をもちうるだろう。

　 以上のように,モ ンゴルにおける家畜の母子

関係への介入を牧畜論のなかに取 り込む ことに

よって,さ らに次のような見解を提示すること

もできるように思われる。すなわち,家 畜の子

育てをめ ぐって発想と技術 との間に,あ る種の

相互関係性を想定し,そ れを類型化するという

見解である。

　 こうした着想は,も ともと谷が地中海地域を

中心に展開 していた(谷1979)。 しかし,さ らに

大胆にユーラシア大陸全体やアンデスの リャマ

・アルパカ飼養にも言及することで ,家 畜化の

過程を再構成する考察にも密接に関与するので

はないだろうか。

　アンデスでの牧畜は,搾 乳の技術をもたない。

だからといって,牧 畜 として不完全な体系を

とっているわけではない。現在の経営的側面に

注 目すれば,搾 乳を必要としないとい う解説も

成 り立つだろう。 しか し,搾 乳の契機を考えよ

うとする場合には,な ぜ搾乳が発想されなかっ

たかという問題を設定することになる。これま

で論 じてきたように,人 が家畜の子育てに焦点

をあててお くことが搾乳の始ま りをもた らすと

い う命題が正しければ,搾 乳の発想が歴史的に

発生しなかったのは子育てへの関心が少なかっ

た,あ るいは子育てに困難をきたしていたと推

測される。実際に,考 古学的データは,驚 異的

な子畜の死亡率を提示 している(稲 村1995:

202)。 対偶命題は同値であることを思いおこし

ていただきたい。アンデスの例を引用すると,

状況証拠は増えることになると思われる。

　 リャマやアルパカは,ラ クダ科の動物である。

モンゴル遊牧民によれば,5種 類の家畜のなか

でもラクダがもっとも養子縁組が難 しい,と い

う。母子関係への介入が難 しい種であることも

念頭に入れて比較 しなければなるまい。アンデ

スのように,群 れを囲い込むことが子畜の死亡

率を高め,子 畜の育成を犠牲にしながら成立 し

てゆ くとい う牧畜技法の体系が一つの類型 とし

て措定できるかもしれない。

　 さらに,ユ ーラシア大陸のなかに類型はどの

ように設定できるだろ うか。少な くとも,谷 の

あつかってきた地中海世界と,モ ンゴル高原の

ように遊牧世界の中心地とでは,パ ラダイムが

まった く異なる。

　 前者では,比 較的に温暖で湿潤とはいえ,冬

雨型の気候のもと,都 市が中心的に存在 し,周

辺に農耕地が広が り,牧 畜 と密接な関係にあ

り,さ らにその周辺に遊牧民が移動する。まさ

に周辺的な存在 として遊牧が存在 してお り,遊

牧民は都市へ肉を供給 し,自 分たちは乳を食べ

る。農耕地へは糞を供給するなど,交 換経済が

日常的に成 り立 っている。一方,後 者では,比

較的に寒冷で乾燥 しているとはいrx,夏 雨型の
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気候のもとで,農 耕には不向きでも遊牧には適

した草原が広 がる。都市は交易拠点ではある

が,交 換を前提 としなくとも生計は成 り立つ。

このような異なる牧畜体系のなかで,開 発され

応用される技法は,似 ているようで似ていない.

　母子関係への介入においてもそうした差がや

がて析出され,技 術体系全体 との連関性が分析

され,類 似と相異が明らかになってくるのでは

ないだろうか。たとえば,母 子関係への介入を

通じて,母 子関係を絶つことで群れ全体の凝集

性が成 り立ち,群 れの輪郭が成 り立つとい う太

田の推論に対 して(OxTA1982),モ ンゴルでは

まった く異なった様相を呈 している。

　モンゴルでは概 して群れの輪郭は曖昧である

と言ってよかろう。少な くとも,2つ の異なる

放牧群が合流すると,そ の分離にはかな り手間

がかかる。私 自身は1989年5月,内 蒙古自治区

シリンゴル盟において去勢作業のために労働力

を割き,ヒ ツジ ・ヤギ群の放牧を女児にまかせ

ていたため,隣 家の放牧群 と合流 して しまった

例を目撃 した。当該女児はさんざん父親に罵倒

され,代 わって男たちが総出で群れを分離 した。

群れの輪郭があいまいである理由は幾つか考え

られる。まず第一に,囲 いの利用が少ないこと。

たとえ固定的な囲いを所有 していても弱小家畜

や悪天候の際に利用するのが一般的である。第

二に,所 有群と放牧群が違 うこと。季節的宿営

地の移動ごとに,宿 営集団は変更され,そ のつ

ど,放 牧群が再編成されるため,群 れの持続性

が小さい。また第三に,群 れにおける去勢オス

の割合が高いこと。去勢オスの多さも群れのま

とまりに大きな影響を与えていると思われる。

モンゴルでは,む しろ母子のまとまりがかえっ

て凝集の核となっており(小 長谷1991:198),

多 くの去勢オスの存在がアモルフォス化を果た

している可能性がある。母子関係への介入か

ら,群 れへの凝集性,さ らに移動のメカニズム

へと連動した技法体系全体が区別 して認識され

てはじめて,差 がより鮮明になるにちがいない。

　 現段階で,西 アジアに先行する考古学的デー

タはない ものの,今 西や梅樟 の発想 がま った く

水泡に帰す わ けで はな いだ ろ う。何 よ りもま

ず,モ ンゴル高原において,動 物行動学 的ある

いは自然人類学的な調査が盛 んにお こなわれ る

ことが望 まれ る。モ ンゴル高原は,ユ ー ラシア

大陸 の東西をつないだ歴史を もつ遊牧世界 の中

心地 であ り,い まなお遊牧 が実践 されてい る貴

重 なフ ィール ドである。そ もそ も,今 西や梅樟

が提起 した遊牧的移動に関す る議論は まだ確 か

め られていない。 また,環 境を キーワー ドとし

ている現代 においては,モ ンゴルの生態学的な

安定性(ecological　 stability)カ ミもはや伝説の ご

とくに語 られ ているにもかかわ らず,十 分に確

かめ られているわ けでもない(SHEEHY1993)。

　 近年 では,中 国内蒙古 自治 区の定着化過程を

復元す ることに よって,本 来 の移動原理を 明ら

かに しようとい う興味深 い試 みが見 られ る(阿

拉騰1999)。 中国 内蒙古 自治 区で進 行 して い る

定着化政策について,馬 らが牧地 の配分 に よっ

て牧民の意識が高ま り環境維持 に寄与す ると評

価 して い る一 方 で(MA1993),HuMpHREYら

は,移 動の縮少に よる生態学 的危機 を主張す る

(HuMpHREY　 and　SNEATH1999)。 さ らに彼女 ら

は,生 活様式 としてのnomadismで は な く,生

業 技 術 と し て の 移 動 を 強 調 し て,mobile

pastoralismと い う用語 の使用 を提 唱 している。

とはいえ,移 動 と草原生態系の関係が解明 され

た とはいいがた い。

　 遊牧 に適 した草原 とい う環境を維持 して きた

とされ る遊牧民 の英知について克 明にす るため

に,文 化人類学 は積極的に,漠 然 とした学際研

究ではな く,的 を しぼった形 での自然科学 との

協業 を果 たさなけれ ばならない時期に来てい る

だろ う。

注

1)一 般 にモンゴルとい うと近年ではモン ゴル 国

　をさす ことが多いけれども,本 稿では,社 会的

　環境が異なることを区別す る場合をのぞいて,

　 モンゴル国や中国内蒙古 自治区な どモ ンゴル高
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原一帯をモンゴルとしてあつか う。

2)群 れ の規模によっては必ず しも群れを分割す

ることはない と思われる。1988年 の調査地 で

は,群 れは分割 されていなか った。この ときの

群れの規模は約300頭 で あ り,1989年 の調査地

では約800頭 で群れを分割 していた。おお よそ,

500頭 ぐらいが出産期 に群 れを分割 すべ き下 限

ない しは群れを分割 しないですむ上限ではない

かと思われる。

3)放 牧 中に出産があるとき,当 該 メスはその場

に座 り込むので,群 れ全体の移動から遅れ る。

たいていの牧民は ウマに乗って機動力があ るの

で,天 候のよい場合はほとんど問題がない。19

97年 か ら1999年 に かけてモ ンゴル国中央部の ア

ルハンガイ県でフィール ドワークに従事 した風

戸真理によれば,ヤ ギの場合はオー ト(袋)で

子ヤギが持ち帰られるのに対 して,ヒ ツジの場

合はつねに放牧 されて帰営す るとい う。そ こで

は,子 ヤギの持ち帰 りとい う方法で,子 お と り

が実践されていた ことになる。

　　ただ し,悪 天候の場合には,出 産 した メスが

散在するとそれらを失 う危険性が生 じることを

考慮に入れなければな らないだろ う。 と りわけ

悪天候 ほど出産個体数が増加するので危険性は

増す。そ もそ も,労 働力の軽減を考えれば,出

産が間近に迫 った メス個体は,宿 営地に残 して

お く方が楽であ るに違いない。に もかかわ ら

ず,通 常の場合には一斉に放牧 に出 して しま

　う。いつまでもりきんでいるといった異常が と

　くに認め られ るような場合をのぞいて,妊 娠 メ

　スはすべて 日帰 り放牧に出されていた。出産 直

前の個体をあらか じめ宿営地に残 しておけば,

　自然に母子ペアができる。 したがって子をお と

　りにして誘導するような状況は発生 しないだろ

　う。あらか じめ取 り置いて管理保護下にお こ う

　としないという牧畜作業上の原則は,人 間 と家

畜 との関わ りの歴史を考察す るうえでかな り重

要なポイン トであると思われ る。

4)ア ル タイ山脈に住む ウリヤンハイ族の もとで

　フィール ドワークを遂行 した上村明氏 もまた,

90年 代 に入って出産期の牧畜作業を観察 してい

る。氏の撮影 した映像をみると,母 ヤギが子ヤ

ギをなめ るまもあたえずに,子 どもたちが子ヤ

ギを屋 内に回収 している。母子関係の確立を ま

たない とい う作業のさまが気にかかる。厳寒期

の出産であるためらしい。いわゆるUタ ーン牧

民でその技術に疑問があること,本 来 ヒツジに

向かない寒冷な春営地であることな どを考慮す

る必要があるかもしれない。

5)母 子 をペアで収容す るような固定的施設がな

い場合には,子 ヒツジたちだけを屋内な どに収

容することが多い。 こうした場合には,個 体固

有の匂いが消えやす く,子 嫌 い現象が発生 しや

す いと推測 され る。同 じ文化的原理の もとで

　も,経 済的,技 術的条件がもた らす管理の違い

に よって,出 現す る現象にも違いが うまれ る。

子嫌 い現象が発生する割合な どを具体的に検証

　し,比 較するとい う考察はあま り進んでい ると

　はいえない。

6)た だ し,ど の個体が子を産んだのかわか らな

　くなった 「母不明」の場合は,牧 民の慣例に し

たがって,双 子出産だ ったとみな している。 こ

の調査例では,も とより妊娠 していないメスが

別の群れに仕立ててあるため,牧 民が気づかな

いうちに出産 してしまった個体がいれば,容 易

に判別 されるはずであ り,そ うした個体が見つ

か らない以上,双 子出産であったとしてお くの

は妥当であろ う。

7)チ ャイグはさまざまな作業のときのヤギ全体

へのかけ声にもちいられていることもあ り,か

えってその存在意義が不明瞭になっている。

文献 リス ト

阿拉騰

　1999　 「内モンゴルにおける遊牧 と定住化」『北

　　　　方学会報』6号,9-21頁

DYSON-HUDSON, N. 

 1972 The Study of Nomads, in Irons, W. H. 

       and N. DYSON-HUDSON, (eds.)  Pers 

       pectives on Nomadism., International 

      Studies in Sociology and Social Anthr-

       opology 12, Leiden,pp.2-29



モ ンゴルにおける出産期 の ヒツジ ・ヤギの母子関係へ の介入

1980 Nomadic pastoralism, Annual Review of 

 Anthropology 9:15-61

ガルサン ・チナグ(今 泉文子訳)

　 『草原情歌』,文 芸春秋社

蓮見治男

　 1980　 「モ ンゴルに於ける家畜管理の一面」『モ

　　　　 ンゴル研究』11:50-54

HUMPHREY, C. and D. SNEATH 

 1999 The End of Nomadism? Duke  Univer-

       sity Press.

今西錦司

　 1948　 『遊牧論そのほか』,秋 田屋書店(増 補版

　　　　今西錦司全集第2巻 『草原行 ・遊牧論そ

　　　　のほか』1993,講 談 社)

稲村哲也

　 1995　 『リャマ とアルパカーアンデスの先住民

　　　　社会 と牧畜文化』,花 伝社

JOHNSON, D. L. 

 1969 The Nature of Nomadism, University 

      of Chicago, Department of Geography, 

      Research Paper 118, Chicago 

 1978 Nomadic organization of space: reflect-

       ions on patterns and process, in K. 

       Butzer ed. Dimensions of Human 

      Geography, University of Chicago, 

       Department of Geography, Research 

      Paper 186, Chicago 

KHAZANOV, A. M. 

 1984 Nomads and the Outside World, Cam-

       bridge Univ Press.

小長谷(=利 光)有 紀

　 1983a　 「モンゴルに おけ る家 畜へ の呼 びか

　　　 け」,京 都大学地理学教室編r空 間 ・景観

　　　　・イメージ』pp.197-205.地 人 書房

　1983b　 「"オ トル"ノ ー トー モ ンゴル の移動

　　　 牧畜をめ ぐって一」『人文地理』35-6:68-

　 　 　 79

　1989　 「草 原 に生 き る女 た ち」『季 刊 民族学』

　　　 50:6-25

　 1990　 「原点としてのモ ンゴル」,梅 樟忠夫著

　　　　 r梅 樟忠夫著作集第2巻 ・モ ン ゴル研

93

　　　究』pp.639-657.中 央公論社

1991『 モ ンゴルの春』,河 出書房新社

1993a　 rr遊牧 論』の現在」『民博通信』60二44-

　　 　48

1993b　 「母子関係介入をめ ぐるモン ゴル の生

　　　態」,佐 々木高 明編著 『農耕 の技術 と文

　　　化』PP.217-238.集 英社

1994　 「モンゴル遊牧社会 における経済格差」

　　　 『農耕の技術 と文化』17:73-100

1996『 モ ンゴル草原の生活世界』,朝 日新聞社

MA, RONG 

 1993 Migrant and ethnic integration in the 

       proess of the socio-economic change in 

      Inner Mongolia, China: a village study, 

      Nomadic Peoples 33:173-191

松井 　健

　 1989　 『セ ミ・ドメスティケイション』,海 鳴社

宮田　修

　 1995　 『ら くだのなみだ』情報セ ンター出版局

OHTA, I. 

 1982 Man-animal interaction complex in goat 

      herding of the pastoral Turkana. Afri-

       can Studies  Monographs, Supplementary 

      Issue 1, Kyoto Univ. 13-42 

SHEEHY, D. P. 

 1993 Grazing management strategies as a 

      factor influencing ecological stability of 

       mongolian grasslands, nomadic peoples 

      33:17-30 

SYMANSKI, R., MANNERS, I. R. and BROMLEY, R. 

J. 

 1975 The mobile-sedentary continuum., 

      Annals of Association of American 

 Geographers 65-3:461-471

谷　　泰

　 1976　 『牧夫フランチ ェス コの一 日一イ タリア

　　　　中部山村生活誌』,日 本放送 出版協会

　 1979　 「習性 と文化のあいだ一南西ユー ラシア

　　　　 の羊飼いを訪ねて」『季刊民族学』8:6-23

　 1983　 「人がは じめて乳を搾 った とき」『季刊人

　　　　類学』14-2:152-157



94 モ ンゴルにおける出産期 の ヒツジ ・ヤギの母子関係へ の介入

　1995　 「考古学的意味で の家畜化 とはなんで

　　　　あったか一人一羊 ・山羊間のインターラ

　　　　クションの過程 として」『人文学報』76:

　　 　　229-274

　 1997　 r神 ・人 ・家畜一牧畜文化 と聖書世界

　　　　一』,平 凡社

梅樟忠夫

　 1950　 「乳をめ ぐるモンゴルの生態(1)」r自

　　　　然と文化』1:187-214,自 然 史学会

　　　　究』,中 央公論社

1951　 「乳をめ ぐるモンゴルの生態(H)」 『自

　　　然 と文化』2:自 然史学会,119-172頁

1955　 「モンゴルの乳製品とその製造法一乳 を

　　　め ぐるモンゴルの生態(皿)」 『内陸アジ

　　　アの研 究(ユ ー ラシア学 会 研 究 報 告

　　　 3)』,217-296,ユ ー ラシア学会

1965　 「狩猟 と遊牧の世界(上 ・下)」r思 想』

　　　2:10-29,　 4:66-88

1990　 『梅樟忠夫著作集第2巻 ・モ ンゴル研

Intervention in the Relationship Between Ewe and 

    Lamb in the Mongolian Pastoral System

KONAGAYA YUKI

Key Words: pastoralism, nomadism, domestication, milking, Mongolia

 Recently, C. Humphrey and D. Sneath have proposed an end to using the term nomadism, 

because the very category of nomadism is loaded with subjective judgments and has ceased to 

be useful analytically. Instead of the word nomadism, they prefer the term mobile pastoralism, 

and they argue that mobility is still necessary for pastoralism in Inner Asia, including Mongolia. 

 The mobility of nomadism has been considered for many years as a low and backward 

technique of land use. However we are now just realized that mobility and flexibility are a 

most important key to sustaining the steppe environment. Two Japanese ethologists, Imanishi 

and Umesao, asserted from data for a field survey of Inner Mongolia in the 1940's that the 

mobility of nomadism emerged from the characteristics of herds of domestic animals 

themselves and that the nomadism was a highly developed lifestyle adaptable to the steppe 

environment. Although their idea of mobility from the viewpoint of ethology is attractive, the 

micro mechanism of herd mobility has not yet been clarified. 

 In this article I refer to another idea of Umesao. He analysed the intervention in the 

relationship between cows and calves at milking and assumed that human beings, by capturing 

the young of the animals, had come to control the herd in the process of domestication. That is 

the so— called kidnap hypothesis of domestication. 

 I do not agree that picking up the young of wild animals was the first stage in 

domestication. But at a later stage in the long process of domestication, I suppose that the 

intervention in the relationship between mother and baby animals gave human beings the
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chance to do milking. This hypothesis about the invention to the milking technique has been 

presented by Tani from field data for the Mediteranean world. And I have proved this from 

field data for Inner Mongolia. 

 Here, I show the features of the intervention between the ewe and lamb or kid with a 

number of photographs, at the period of birth before milking. It is certain that intervention with 

the baby led to the intervention with the mother animal in the present pastoral system in 

Mongolia. I also argue that the intervention in the relationship between ewe and lamb or kid at 

the period of birth prepares the conditions of the following milking period. That means that in 

the long process of domestication the invention of the milking technique emerged from the 

practice of breeding babies.


